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区は８月２８日（金）まで意見募集をしています。（左QRコード）
わたしのホームページでも声を募集いたします。（右QRコード）

現在、目黒区の学校施設の８割以上（３１校
中２５校）が築後５０年を経過しています。
区で定めた「区有施設見直し計画」（平成２

９年６月）において、これまで目安としてきた
「築後６０年」を超えて使用が可能な建物につ
いて、安全性を確保したうえで築後８０年程度
まで継続使用することを原則としています。
学校施設について、継続使用の判断の一つと

なる構造耐久性調査を実施した結果、総じて築
後８０年程度まで使用し続けることができるこ
とが確認できました。
以上を踏まえ、いずれの学校施設についても

今後３０年間のうちに更新していく必要がある
ことから、本計画の計画期間を３０年間（２０
２１年度～２０５０年度）とします。
計画期間内に児童・生徒数の増減や建築コス

トの変動などの社会情勢の変化、教育ニーズの
変化、学校建築に係る技術革新、目黒区全体の
財政状況の変化など様々な変動が発生すること
が見込まれることから、これらの変動に対応し
ていくため、計画全体を１０年ごとの３期に分
け、原則５年ごとに改定していきます。(素案
に向けた基本方針より）

日本共産党 目黒区議会議員
資料が必要な方はお届けします。
またはHPでダウンロードできます。

区有施設に占める学校施設は約４割

「目黒区区有施設見直し計画」
（平成２９年～１０年計画）では、

区有施設の総量（総延床面積）の１５％
の縮減を目指す

目黒区区有施設見直し計画の中で、「今後４
０年間で区有施設の総量（総延床面積）の１
５％の縮減を目指す」という数値目標を掲げて
います。（区有施設見直し方針）
そして、この目標については、さまざまな社

会経済状況や区の施策等を総合的に踏まえて原
則として５年ごとに見直しを図ることとしてい
ます。
上記のことから学校施設に地域周辺施設の複

合化が検討されています、地域の「運動」がさ
らに大事になっていきます。災害の地域避難所
にもなる学校です。地域の声をしっかり上げて
いきましょう。（ウラへ）

目黒区の区有施設の延べ床面積の内、学校施
設は約４割を占めています。
建築年度から見ると５０年以上が一番多く８

１％となっています。

右図は建築年度と築年数、小学校、中学校の
一覧になっています。
※旧耐震施設は２６校になっています。



■８月日程 場所・芋川ゆうき（星見てい子）事務所

※なんでも相談（直接お越しください） 住所：原町２－２２－１２

８月４・１８・２５（火）午後７時～ （毎週火曜日）

※無料法律相談 対面相談のみ

８月はありません。 （第二火曜日夜）

■８月２０日（木）午後２：００～ （基本第三木曜日）

場所・目黒区役所５階共産党控室 要ＴＥＬ：090-4206-2048（芋川）

（表から）
区は上記に対して8月２８日まで意見を募集し

ています。
この「基本方針」に区民の意見をいただいたう
えで、「目黒区学校施設更新計画（素案）」を
作成していきます。
【意見】は、様式を問わず、郵送、持参、FAX、
電子メールのいずれか。
※詳しくは区のホームページにて

意見募集の内容
１・更新スケジュール
２・更新順位の考え方
３・建て替えに当たり複合化を検討する周辺施設

左図
項目３の内容
になっている。
「教育委員会
での検討の状
況」です。
複合化を単純
に考えれば施
設が減ること
にもつながり
ます。ぜひ、
ご意見を。


